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‐
佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
再

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育

つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

地
道
な
活
動
こ
れ
か
ら
も

＝
佐
井
村
表
彰
式
典
＝

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
村

振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
昭
和

六
十
二
年
度
佐
井
村
表
彰
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
村
の
各
分
野

に
尽
く
し
て
き
た
功
労
者
六
名
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
渋
谷
政

治
さ
ん
か
ら
謝
辞
か
お
り
、
今
後

も
一
層
の
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し

た
。

▲

主

な

内

容

▼

２
工

ご

昭
和
引
年
度
決
算

４
～
（
Ｏ

街
の
で
き
ご
と

已

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

フ

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

８
～
Ｏ
）

原
発
視
察
研
修
を経

て

佃
～
螳

教
育
だ
よ
り

帽

失
越
願
掛
岩
川

鍋
～
恬

保
健
婦
だ
よ
り

謁
～
伊

交
母
方
よ
り

悃

あ

し

ら

せ

祁

歳

時

記

２０

戸
籍
の
窓
口



２０億２，５２２万９＝ｉｌのつかいみち

昭和６１年度

村の家計簿ｔ公表

主な事業
○焼却炉改修………………………… ６，８６０

０下北西部畜産基地建設…………… ２２，２１６

０小規模 治山事業…………………… ６，２１８

０林産集落振興対策事業 …………… １７，６８４

０拡大造林事業……………………… ３，８６９

０岩礁爆破（補助金）………………… ５，４１９

０並型魚礁設置……………………… ６，５１０

０水産物処理加工施設（補助 金）■・・・１２４，７７０

０漁港改修……………………………１２８，０００

０漁港局部改良……………………… ６０，０００

０漁港改修負担金…………………… ５０，６００

０願掛園地整備…………………………２，２４１

０仏ヶ浦園地整備………………………４，３１１

０古佐井奥薬研線凍雪害防止事業‥３２，０００

０川磯線改良……………………………６，１００

０福浦川目線改良舗装……………… １０，２６８

０川原町線測溝改良……………………４，８２９

０古佐井山線災害防止…………………４，９００

０県道負担金………………………… １４，８６６

０防火水槽（１基）………………………３，７８６

０小型動力ポンプ積載車（１台）………４，１２０

０佐井小学校校舎増改築………… ２０２，４３４

０用地取得…………………………… １３，６５６

０原田地区農業施設災害復旧事業…・６，５３９

０大佐井川戸沢地区河川災害復旧事業‥・４，１７３



十
月
に
行
な
わ

れ
た
臨
時
議
会
で
昭

和
六
十
一
年
度
の
決
算

が
承

認

さ

れ
ま

し

た

。

み

な

さ
ん

の
納

め
た

税

金

や
国

か
ら

の

交

付
金

な

ど

が

、

ど
の

く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
総

括
〕

六
十
一
年
度
決
算
は
、
歳
入
（

村
に
入
っ
た
お
金
）
の
総
額
で
、

二
十
億
八
四
八
七
万
円
、
歳
出
（

村
が
使
っ
た
お
金
）
の
総
額
は
、

二
十
億
二
五
二
二
万
円
で
歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
五
九
六
四

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比

べ
る
と
、

歳
入
総
額
で
四
億
二
二
万
円
の
増
、

伸
率
二
三
・
八
％
増
、
歳
出
総
額

で
四
億
二
六
四
〇
万
円
の
増
、
伸

率
二
六
・
七
％
増
と
な
り
、
歳
入

歳
出
と
も
前
年
度
を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
。
こ
の
伸
び
た
主
な
要

因
は
、
佐
井
小
学
校
々
舎
増
改
築

事
業
や
水
産
物
処
理
加
工
施
設
蟄

備
事
業
等
の
大
規
模
事
業
に
よ
宍

建
設
事
業
費
が
大
き
く
伸
び
た
こ

と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
伴
う

国
庫
支
出
金
平
村
の
借
入
金
（
村

債
）
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

〔
歳

入
〕

歳
入
に
占
め
る
主
な
内
訳
は
、

地
方
交
付
税
が
九
億
八
八

二
（
万

円
で
歳
入
総
額
の
四
七
・
四
％
を

占
め
、
次
い
で
村
債
三
億
一
一
〇

万
円
で
一
四
・
四
％
、
県
支
出
金

二
億
二
七
七
五
万
円
、
一
〇
・
九

％
、
国
庫
支
出
金
二
億
六
三
三
万

円
で
九
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
村
民
税

や
国
定
資
産
税
等
の
村
税
は
一
億

六
七
五
八
万
円
で
歳
入
に
占
め
る

割
合
は
八
・
〇
％
で
す
。

ま
た
、
村
税
や
財
産
収
入
等
の

自
主
財
源
は
一
六
・
六
％
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
村
債

等
の
依
存
財
源
は
八
三
・
四
％
と

な
っ
て
お
り
、
村
の
台
所
の
大
部

分
は
こ
れ
ら
依
存
財
源
で
賄
っ
て

い
ま
す
。

〔
歳

出
〕

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
農
林
水

産
業
費
が
五
億
二
三
九
〇
万
円
で

二
五
・
九
％
と
全
体
の
四
分
の
一

を
占
め
、
次
い
で
教
育
費
三
億
三

二
九
八
万
円
で
コ
（
・
四
％
、
公

債
費
二
億
六
九
一
五
万
円
、

匸
二

・
三
％

、
総
務
費
二
億
四
〇
九
九

万
円
で
一
一
・
九
％

の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
前
年
度
伸
率
で
み
る
と
、

諸
支
出
金
が
基
金
へ
の
積
立
金
及

び
公
共
用
地
の
取
得
に
よ
り
一
一

七
・
一
％
増
と
大
幅
に
伸
び
、
次

い
で
高
い
の
は
教
育
費
一
〇
六
・

二
％
増
、
商
工
費
七
〇
・
五
％
増
、

農
林
水
産
業
費
三
六
・
八
％
増
と

い
ず
れ
も
建
設
事
業
費
の
伸
び
に

よ
り
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

村民１人当り５１２，４５６円使われた／

（目的別歳出の内訳）

総 務 費

６０，９８１円

民 生 費

２６，７５０円

衛 生 費

３０，９４８円

農林水産業費

１３２，５６７円

土 木 費

２５，２２６円

消 防 費

２３，０６１円

教 育 費

８４，２５７円

公 債 費

６８，１０５円

議 会 費

労 働 費

商 工 費

災害復旧費

諸支出金

そ の 他

６０，５６１円



う

ん

と
長

生
き

し
て

ク
‥
－

ノ

＝
こ
佐
井
婦
人
会
が
敬
老
会
開
催

十
月
十
五
日
、
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
佐
井
婦
人
会
が

主
催
し
て
の
敬
老
会
が
開
か
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
（
寿
会
）
の
み
な
さ

ん
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

会
場
に
は

匸
二
〇
人
の
お
年
寄

り
が
顔
を
そ
ろ
え
、
浜
中
よ
ん
婦

人
会
長
か
ら
「
村
の
た
め
長
い
間

貢

献
し

て

く

れ

た

こ

と
に

感

謝
し

ま

す
。

こ

れ
か

ら

も
う

ん

と

長

生

き
し

て
く

だ

さ

い
。
」
と
あ

い
さ

つ
。

や

が

て
、

心

づ
く
し

の
手

料

理

や

お
酒

が
回

っ

て

く

る

と
、

み

な

さ

ん

和

気
あ

い
あ

い
。

時

間

が
た

つ

の
も
忘

れ
て

、

大

い
に
楽

し
み

ま

し
た

。

▲楽しかった敬老会

暴

力

追

放

青

森

県

民

大

会

に

参

加

し

て

佐

井

地

区

防

犯

指

導

隊

分
隊
長

中

村

喜

一

十
月
十
六
日
、
青
森
県
営
体
育

館
を
会
場
に
、
約
二

石

○
名
余

り
の
関
係
者
が
集
り
、
暴
力
追
放

青
森
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

大
会
に
先
き
立
ち
、
優
良
団
体

及
び
個
人
に
対
し
て
の
表
彰
か
お

り
、
当
村
か
ら
は
、
矢
間
地
区
防

犯
指
導
隊
佐
井
支
隊
長
宮
川
忠
氏

が
防
犯
栄
誉
章
を
受
彰
し
ま
し
た
。

大
会
に
入
り
、
会
長
で
あ
る
青

霖
県
知
事
よ
り
「
県
民
生
活
を
脅

か
し
て

い
る
暴
力
団
を
締
め
出
す

と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
社

会
か
ら
追
放
し
て
、
安
全
で
住
み

よ
い
青
森
県
を
実
現
す
る
た
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
根
気
よ
く
暴
力

追
放
の
実
践
に
取
り
組
み
、
県
民

の
意
識
の
高
揚
と
浸
透
を
図
る
立

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
田
青
森
県
警
察
本
部

長
か
ら
は
、
去
る
八
月
の
浅
虫
に

お
け
る
暴
力
団
の
対
立
抗
争
と
、

県
警
の
取
締
り
状
況
及
び
、
県
内

の
暴
力
団
の
現
況
等
（
県
内
に
は

三
〇
団
体
八
〇
九
名
が
い
る
）
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
警
察
庁
長
官
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
青
森
市
、
七
戸
町
、
む

つ
市
よ
り
、
各
地
区
の
代
表
者
に

よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
青
森
市
の
代
表
者
の
発

表
は
、
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
て
、

暴
力
団
の
出
入
に
よ
っ
て
経
営
が

行
き
づ
ま
り
、
暴
力
追
放
を
組
合

員
に
呼
び
か
け
て
、
個
人
で
は
で

き
な
い
が
組
織
の
力
で
排
除
に
立

ち
上
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
と

の
大
変
参
考
に
な
る
体
験
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
我
々
の
郷
土
で
あ
る

青
森
県
か
ら
、
す

べ
て
の
暴
力
を

追
放
す
べ
く
、
全
力
を
あ
げ
て
こ

の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

の
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

▲
暴
力
追
放
三
な
い
運
動
▼

一
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

一
、
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

一
、
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

佐井村表彰式典受賞者

○地 方 自治功労者

長 尾 金三郎さん

○産業 功労者

池 田 力 松さん

三 戸 良 蔵さん

○教育 文化功 労者

田 中 正 七さん

○消防 防災功 労者

渋 谷 政 治さん

○善行功 労者

対 馬 祥 金さん

社 会 福 祉 へ

３ 千 円 贈 る

青森ヤ クル 囗反

売株式会社（佐井

地区宮川ユキさん、

原田地区宮田京子

さん）では、「社会

福祉のために役立

ててください。」と、

今年 も売上 金の一

部から、現金三千

円を佐井 村社会福

祉協議会へ寄付さ

れました。



十
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
二

日
間
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
村
の
産
業
を
一
堂
に
会
し

た
、
第
四
回
佐
井
村
物
産
展
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
林
水
産
物
共
進
会

ア
イ
デ
ア

ー
エ
夫
展
、
商
工
展
、

お
米
・
生
活
改
善
展
、
健
康
展
、

森
林
展
、
電
力
コ
ー
ナ
ー
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

午
前
九
時
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ

と
、
訪
れ
た
人
た
ち
で
会
場
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
農
林
水
産
物
の
即

売
が
行
わ
れ
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に

買
い
物
を
す
る
人
や
、
も
ち
つ
き

大
会
、
チ
ビ
ッ
コ
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
威
勢
の
よ

い
か
け
声
や
拍
手
、
笑
い
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
農
林
水
産
物
共
進
会
に

は
、
こ
の
一
年
間
に
み
な
さ
ん
が

苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た
作
品
が
、

三
四
七
品
あ
ま
り
出
品
さ
れ
、
県

知
事
賞
な
ど
六
十
四
品
目
に
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲ミス青函博も来村

▲

▼
にぎわいを見せた共進会と即売会

▼入営者奢彭弍

漁
場
造
成
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
すこのたび、細川建設㈱

では、福浦地先の未利用
漁場 となっている場所に、自然石

と台船 を無償で提供 匸 漁場 の拡

大とコンブ 増養殖漁場の造成のた

め投石 をしていただきました。

また、むつ市のまさご機工 から、

栽培漁業用ブ ロッ クを試験用にと

た供していただきました。

両 社に対し、厚くお礼申しあげ

ます。

佐 井 村

佐井 村漁業協同 組合

▼

物

産

展

入

賞

者

▲

農

産

物

Λ

水

陸

稲
▽

玄

米

一

等

高

僑

ク

リ

二

等

石

戸

昭

一

三

等

萬

谷

増

夫

稲

株

三

等

坪

谷

正

道

三

等

坪

谷

正

道

Λ

雑

穀
▽

犬

豆

二

等

佐

藤

く

に

三

等

黒

沢

ッ

エ

小

豆

一

等

福

田

タ

ッ

三

等

黒

沢

ッ

エ

三

等

太

田

ぬ

い

Λ

野

菜
▽

ば
れ
い
し
よ

一

等

佐

藤

く

に

二

等

萬

谷

良

子

三

等

上

山

妙
子

ほ
う

れ
ん
草

二

等

加

藤

リ

ョ

三

等

上

山

ふ

さ

ユ

リ

根

二

等

萬
谷

良

子

キ

ャ

ベ

ツ

二

等

加

藤

リ

ョ

白

茱

二

等

加

藤

リ

ョ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

二

等

加

藤

悌

子

大

根

三

等

上

山

妙

子

長

い

も

三

等

加

藤

梯

子

ご

ぼ

う

三

等

加

藤

梯

子

と
う
も
ろ
こ
し

三

等

加

藤

祥

子

チ
ン
グ
ン
茱

三

等

川
谷

（

ル

カ

ボ
チ

ャ

三

等

工

藤

昌

子

赤

カ

ブ

三

等

加

藤

梯

子

ネ

ギ

三

等

藤
田

い
し

子

水
産

物

Λ

乾

物
▽

真

こ

ん

ぶ

一
等

川

畑

清

江

三

等

宮

川

茂

わ

か

め

二

等

館

脇

敏

雄

天

草
（

白

）

三

等

館

脇

敏

雄

天

草
（

赤

）

三

等

館

脇

敏

雄

へ

川

匸

／

塩

わ

か

め

三

等

館

脇

敏

雄

も

ず

く

二

等

横

浜

作

衛

鰺

焼

千

三

等

田

中

徳

太

郎

Λ

そ

の

他

▽

わ

か

め

茎

セ

ッ

ト

佐

井

村

漁

協

生

活

改

善

Λ

食

品

▽

皮
は
ぎ
の
ケ
チ
ヤ
ヴプ

ー
｝
守

磯

谷

漁

協

ソ

ー
ス
揚
け

婦

人

部

若
布

の
中

華

二

等

原

田

漁

協

ド
レ
ッ
シ
ン
グ

″

僚
呷

人

並
叫

ナ
メ
コ

漬
け

二

等

加

藤

梯

子

門

で

旱

け

三

等

鵬

冷

勹

蝕

皮

は

ぎ

の

二
等

矢

越

漁

協

ア
ー
モ
ン
ド
揚
げ

一

醤
゛

人

部

皮

は

ぎ

の

二
等

矢

越

漁

協

骨
せ

ん

べ
い

一

’

匹
暉

人

部

キ
百

く
三

万

三

等

林

千

佳

子

プ

げ

い

心

三

等

工

藤

ア

サ

う

め

よ

し

三

等

開

山

（

ツ

塵

口

径

巻

太

田

ぬ

い

林

産

物

Λ

食

品

▽

シ

イ

タ

ケ

二

等

和

田

功

ナ

メ

コ

二

等

和

田

功

三

等

紀

伊

光

一

そ

の

他

Λ

盆

栽

▽

五

葉

松

一

等

工

藤

清

勝

し

ん

ぱ

く

二

等

工

藤

清

勝

ハ

ツ

房

杉

三

等

渋

田

萩

葉

Λ

そ

の

他

▽

ヒ

バ

の

は

り

も

の

藤

田

広

幸

Λ

ア

イ

デ

ア

・

工

夫

▽

か

ん

上

げ

一

等

宮

田

絵

理

子

み
ら
い
の
と
し

二

等

鯛

ド

四

哲

也

海

中

牧

場

二

等

側
酬

ノ

則

空

と

ぶ

船

二

等

Ｕ

艀

四

路

雄

言

く
眞

卜

二

等

鴨

黝

辰

美

伝

言

板

二

等

雄

艀

二

勝

定

≒
（
四

大

夕
Ｉ

三

等

肘
ぐ

万
二

優

穂

二
十
一
世
紀
の

｀

長
後
中
一
一

佐

井

村

三

等

大

石

孝

之

本

立

て

三

等

到

訂
≒

学

巣

窟

薗

夢
∠

二
等

鬪

町

一

孝

治

き
れ
い
な
ま
ち

三

等

田

中

直

子



除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
路
上
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
除
雪
作
業
は
、
降
雪
の
状
況
に

よ
り
、
夜
間
ま
た
は
早
朝
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
吹
雪

中
の
作
業
は
視
界
も
悪
く
非
常
に

危
険
で
す
。
こ
の
た
め
、
路
上
駐

車
ま
た
は
、
物
件
等
を
放
置
し
て

い
る
場
所
は
除
雪
で
き
ず
、
交
通

障
害
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
除
雪
車
が
作
業
中
の
場
合
、
３０

メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

除
雪
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
、
ま
た

は
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
、
グ
レ
ー
ダ
ー

等
で
行
い
ま
す
が
、
死
角
が
大
き

く
、
前
方
１０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位

置
に
入
る
と
見
え
な
く
な
り
ま
す

ま
た
、
雪
の
中
に
入
っ
て
い
る
砕

石
、
木
材
、
ブ
フ
ス
な
ど
が
飛
び

散
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
絶

討
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
除
雪
作
業
は
「
右
側
走
行
除
雪
」

も
行
い
ま
す
。

除
雪
車
は
、
風
向
、
道
路
条
件

な
ど
で
、
右
側
を
走
行
し
な
が
ら

除
雪
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

作
業
中
は
必
ず
、「
黄
色
回
転
灯
」

を
点
灯
し
て
走
行
し
て
い
ま
す
。

○
除
雪
作
業
に
よ
る
負
傷
、
物
件

破
損
等
が
発
生
し
た
ら
、
速
か

に
そ
の
管
内
土
木
事
務
所
ま
た

は
役
場
建
設
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

物
件
破
損
は
、
発
生
と
同
時
に

速
か
に
報
告
が
な
い
と
原
因
究
明

も
困
難
と
な
り
、
保
障
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

○
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し
、
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
目
印

に
赤
旗
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

乗
り
捨
て
ら
れ
ま
す
と
、
地
吹

雪
、
降
雪
な
ど
で
雪
の
中
の
自
動

車
が
発
見
で
き
ず
、
衝
突
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。（
目
印
は
、
で
き

る
だ
け
高
く
立
て
て
く
だ
さ
い
。
）

○
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
除
雪
車
が
通
っ
た
あ
と
の
残
雪

の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

○
道
路
を
広
く
使
い
ま
し
よ
う
。

私
有
物
件
（
材
木
、
鋼
材
等
）

を
路
上
に
は
み
だ
し
て
お
く
と
、

除
雪
車
が
衝
突
ま
た
は
、
巻
き
込

み
の
た
め
、
重
大
な
事
故
発
生
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

○
路
上
で
の
遊
び
は
や
め
よ
う
。

○
除
排
雪
の
協
力
方
に
つ
い
て

各
戸
の
前
の
路
上
及
び
消
化
栓

防
火
水
槽
、
水
道
メ
ー
タ
ー
設
置

場
所
な
ど
の
除
排
雪
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
急
傾
斜
地
域
の
み
な
さ
ん
に
お

顧
い
し
ま
す
。

最
近
、
急
傾
斜
地
域
に
お
け
る

排
水
溝
が
土
砂
な
ど
で
埋
ま
り
、

排
水
で
き
な
い
場
所
か
お
り
ま
文

つ
い
て
は
、
融
雪
時
ま
た
は
降
雪

時
に
は
、
住
家
へ
の
災
害
を
末
然

に
防
ぐ
こ
と
か
ら
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
清
掃
等
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
除
雪
に
対
す
る
問
い
合
せ
先

む
っ
土
木
事
務
所

？

二
千

一
二
三
一

役
場
建
設
課

？
二
八
－

二
一
一
一

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、

仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で

す
か
。
十
二
月
に
入
り
、
帰
ら
れ
る
日

が
近
く
な
り
ま
し
た
が
、
く
れ
ぐ

れ
も
健
康
と
安
全
に
は
気
を
つ
け

て
、
家
族
の
待
つ
故
郷
へ
、
元
気

な
姿
で
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写

真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

失
業
認
定
の
日
程
決
ま
る

失
業
給
付
の
受
給
資
格
者
の
、

冬
期
間
に
お
け
る
失
業
認
定
及
び

基
本
手
当
の
支
給
に
関
す
る
、
町

村
取
次
ぎ
失
業
認
定
の
日
程
予
定

表
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

認定日 特例一時金求職求込月日 基本手当

１月 ８囗

１月２２日

１月２９［］

２月 ５囗

２月１９囗

３月４日

３月１８日

３月３１日

１２月１４日～１２月２３囗

１２月２４［］～１月 ７日

１月 ８囗～１月１４囗

１月１５日～１月２↓日

Ｔ月２２「］～２月 ５囗

２月６日～２月１９日

２月２０日～３月４日

３月５日～３月１８囗

言

圃

⑩



税
務
だ
よ
り

支払調書の提出

は２月１日まで
給
料
や
報
酬
、
利
子
、
配
当
な

ど
の
支
払
者
は
、
そ
の
支
払
先
ご

と
に
支
払
金
額
や
源
泉
徴
収
税
額

な
ど
を
記
載
し
た

「
報
酬
、
料
金
、

契
約
金
及
び
賞
金
の
支
払
調
書
」

な
ど
の
支
払
調
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
は
、
利
子
や
配
当
な

ど
の
一
部
を
除
き
、
翌
年
の
二
月

一
日
（
例
年
は
一
月
三
十
一
日
で

す
が
、
一
月
三
十
一
口
が
日
曜
日

に
あ
た
る
た
め
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。支
払
調
書
は
期
限
内
に
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
く
は
税
務
相
談
室

や
税
務
署
へ
ど
う
ぞ
。

脱税は割に合わない
脱
税
は
、
決
し
て
割
に
合
い
ま

せ
ん
。
脱
税
を
し
て
い
た
納
税
者
Ａ
の

場
合
を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
と
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
脱
漏
所
得
（
三
年
間
）

…
…
…
一（
億
一
千
万
円

二
、
脱
税
額
（
加
算
税
額
を
含
む

追
徴
税
額
）

…
…
…
五
億
八
千
七
百
万
円

三
、
罰
金
（
一
審
判
決
）

…
…
…
一
億
二
千
万
円

四
、
懲
役
（
一
審
判
決
）

…
…
…
一
年
六
ヶ
月
（
実
刑
）

こ
の
よ
う
に
、
脱
税
は
長
年
か

か
っ
て
築
い
た
社
会
的
信
用
や
地

位
を
失
っ
た
り
傷
つ
け
た
り
、
ま

た
、
家
族
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

記帳に基づく
正しい申告を

現
金
出
納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の

帳
簿
を
き
ち
ん
と
つ
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
所
得
や
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
申
告
す
る
大
は
、

所
得
の
計
算
上
「
青
色
事
業
専
従

者
給
与
」
や
「
み
な
し
法
人
課
税
」

な
ど
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
青
色
申
告
と
い
い
、
現
在
で
は

商
売
を
し
て
申
告
し
て
い
る
人
の

半
数
以
上
が
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
す
。

青
色
申
告
で
厂
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

国

民

年

金

の

保

険

料

は

所

得

額

か

ら

控

除

さ

れ

ま

す

今
年
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
本
人
の
分
け
も

ち
ろ
ん
家
族
の
分
ち
含
め
て
、
前

納
分
未
納
分
、
追
納
分
を
問
わ
ず

「
社
会
保
険
料
」
と
し
て
課
税
対

象
と
な
る
総
所
得
金
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
際
に
は
忘
れ
ず
に
申
告
し

控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

キ
チ
ン
と
納
め
て
き
た
場
合
の

今
年
一
年
分
の
保
険
料
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ｏ
定
額
保
険
料

八
七
、
九
〇
〇
円

し
付
加
保
険
料

四
、八
〇
〇
円

国

民

年

金

の

保

険

料

は

忘
れ

な

い

で

納
め

ま

し

よ
う

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
平
各
種
共
済
組
合
の

保
険
料
は
、
毎
月
の
給
料
か
ら
確

実
に
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入
者

自
身
が
自
分
の
手
で
納
付
す
る
自

主
納
付
で
あ
る
た
め
、
つ
い
納
付

が
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
未
納
の
ま
ま
で
い
ま
す

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り

母
子
家
庭
に
な
っ
た
り
障
害
者
に

な
っ
て
も
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障

害
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
生
活

費
の
一
部
と
位
置
づ
け
て
、
忘
れ

ず
に
確
実
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

税の相談は

テレホンサービスで

お気軽に

○税務相談室青森分室

登０１７７－２３－２３７９

・１２ 月 ３・｜ 日 は

村 県 民 税（４ 期 ）

固 定 資 産 税（４ 期 ）

の 納 期 限 で す

＝納期内納付にご協力ください＝



原 発 視 察 研 修 を 終 え て

佐井村商工会事務局長 東 出 正 義

九
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
、
三

汨
四
囗
の
日
程
で
、
愛
媛
県
伊
方

原
子
力
発
電
所
を
視
察
。
設
置
地

の
伊
方
町
、
隣
接
の
瀬
戸
町
、
保

内
町
、
八
幡
浜
市
の
各
商
工
会
を

訪
問
。
原
発
設
置
前
後
の
経
済
動

向
に
っ
い
て
懇
談
を
し
ま
し
た
。

佐
井
村
商
工
会
員
十
八
名
、
役

場
か
ら
田
中
潔
主
事
、
奥
本
章
子

主
事
。
電
源
開
発
よ
り
倉
田
氏
の

総
勢
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

美

し

い

海

岸

線

と段

々

畑

伊
方
町
は
、
四
国
の
鏝
西
端
。

我
が
国
鏝
長
の
佐
田
岬
半
島
（
半

島
振
興
地
域
に
指
定
）
の
基
部
に

位
置
し
、
東
は
保
内
町
、
西
は
瀬

戸
町
に
接
し
、
北
は
伊
予
灘
、
南

は
宇
和
海
に
面
し
て
い
る
。
町
の

大
部
分
は
半
島
特
有
の
３０
度
内
外

の
急
傾
斜
地
で
、
平
地
は
少
な
く

。
耕
し
て
天
に
至
る
”
段
々
畑
の

幾
何
学
模
様
と
、
リ
ア
ス
式
の
海

岸
が
絶
妙
の
景
観
を
作
り
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
晴
れ
九
日
に
は
、

山
頂
か
ら
点
在
す
る
島
々
や
、
遠

く
九
州
、
中
国
地
方
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
。
人
口
は
、
八
、
五
〇

〇
人
余
り
で
、
産
業
は
農
、
水
産

業
。
特
に
温
州
み
か
ん
を
中
心
と

す
る
柑
橘
栽
培
と
、
鰯
、
タ
チ
ウ

オ
等
の
小
型
底
び
き
網
漁
業
が
盛

ん
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
方
町
は
、

杜
氏
の
里
と
し
て
有
名
で
、
戦
前

の
最
盛
期
に
は
七
百
人
以
上
が
酒

造
り
に
従
事
し
、
現
在
で
も
百
人

以
上
が
県
内
を
中
心
に
、
冬
場
の

出
稼
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
町
の
北
側
九
町
越
に
は
、

昭
和
五
十
二
年
九
月
か
ら
運
転
を

開
始
し
た
四
国
電
力
の
伊
方
原
子

力
発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ヘ

ー
匸
一
万
二
千
則
の
出
力
で
、
四

国
の
発
電
電
力
量
の
約
四
割
を
ま

か
な
っ
て
お
り
、
現
在
三
号
機
の

増
設
も
進
め
ら
れ
、
工
事
中
で
あ

る
。

町

民

と

共

に

歩

む商

工

会

次
に
伊
方
町
商
工
会
で
あ
る
が
、

昭
和
三
十
六
年
の
創
立
以
来
二
十

六
周
年
を
迎
え
て
お
り
、
現
在
の

会
員
数
は
三
六
七
名
で
あ
る
。
役

員
は
、
会
長
以
下
二
十
五
名
、
職

員
は
事
務
局
長
以
下
六
名
で
、
昭

和
六
十
二
年
度
の
予
算
規
模
は
約

三
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

部
会
と
し
て
は
、
商
業
、
工
業
、

建
設
、
運
輸
、
環
境
、
衛
生
、
水

産
加
工
の
各
部
会
と
、
青
年
部
及

び
婦
人
部
を
設
置
し
て
い
る
。

商
工
会
で
は
、
日
頃
研
修
会
や

講
習
会
、
懇
談
会
等
の
基
本
的
な

活
動
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
七
月

末
に
行
わ
れ
る
夏
越
祭
を
青
年
部

が
主
催
し
て
い
る
。
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
よ
う
に
住
民
と
一
体
と
な
っ

た
広
範
な
事
業
に
も
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
商
工
会
に
寄
せ

る
町
民
の
信
頼
と
期
待
に
は
、
非

常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で

す
。

過

疎

の

町

か

ら

脱

皮

伊
方
町
は
、
水
資
源
に
恵
ま
れ

ず
、
平
地
も
少
な
い
な
ど
、
厳
し

い
自
然
条
件
の
た
め
、
柑
橘
栽
培

や
漁
業
以
外
に
見
る
べ
き
産
業
も

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
三

十
一
年
の
一
万
三
千
三
百
人
を
ピ

ー
ク
に
、
若
者
を
中
心
と
す
る
人

口
流
出
が
続
き
、
深
刻
な
過
疎
化

に
悩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
打
破
し
、
伊
方
町
の

地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
切
り
札

と
し
て
原
子
力
発
電
所
誘
致
の
気

運
が
大
き
く
盛
り
上
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
、
町
議

会
が
原
発
誘
致
の
決
議
を
行
い
、

昭
和
四
十
八
年
六
月
に
は
、
工
事

が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ

を
契
期
に
、
雇
用
の
増
大
等
に
も

結
び
っ
き
、
人
口
の
減
少
に
も
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て

四
国
で
最
初
に
原
子
の
火
を
灯
し

た
伊
方
の
町
は
、
過
疎
の
町
か
ら

四
国
の
干
不
ル
ギ
ー
供
給
基
地
と

▲保 内 町商 工 会に て



し
て
大
き
く
生
ま
れ
変
る
こ
と
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

活

力

あ

る

町

を目

指

し

て

発
電
所
の
立
地
に
伴
い
、
定
期

点
検
等
の
従
業
者
を
対
象
と
す
る

宿
泊
業
が
急
増
す
る
な
ど
、
町
の

商
工
業
者
に
も
や
や
活
気
が
出
て

き
た
。
し
か
し
、
地
元
へ
の
発
注

等
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
た
め
、

三
号
機
の
増
設
計
画
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
を
機
会
に
、
昭
和
五
十

六
年
に
伊
方
町
商
工
業
協
同
組
合

を
設
立
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
企
業
で
は
対
応

で
き
な
い
発
電
所
側
の
要
求
に
応

え
る
た
め
の
も
の
で
、
先
進
地
の

宮
域
県
女
川
商
工
事
業
協
同
組
合

等
を
調
査
し
、
愛
媛
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
指
導
を
受
け
、
商

工
会
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た

も
の
で
、
現
在
一
一
〇
名
の
会
員

が
所
属
し
て
い
る
。

し
か
し
、
販
売
力
の
弱
さ
な
ど

の
種
々
の
問
題
も
あ
り
、
昨
年
度

の
売
上
げ
は
、
二
億
三
千
万
円
に

止
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
町
内
の

需
要
に
は
町
内
で
応
え
る
こ
と
を

目
標
に
組
合
の
体
質
強
化
に
取
り

組
む
考
え
で
し
た
。

設
置
以
前
は
、
出
稼
者
が
六
百

人
位
で
あ
っ
た
の
が
、
今
は
百
人

位
に
留
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
設
置
後
の
雇
用
関

係
者
は
、
地
元
か
ら
運
転

手
と
守
衛
を
採
用
し
て
い

る
。
過
疎
の
町
か
ら
の
脱

皮
で
あ
れ
ば
、
町
を
挙
げ

て
の
賛
成
か
と
言
え
ば
そ

う
で
も
な
い
。
反
対
派
が

国
を
相
手
ど
り
、
松
山
地

方
裁
判
所
へ
、
４８
・
８
・

２７
原
子
炉
設
置
許
可
処
分

取
消
、
圜
効
力
停
止
請
求

訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
５３

・
４
・
２５
国
側
勝
訴
の
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
、
原
告
ら
の
請

求
が
棄
却
さ
れ
た
。
同
処
分
の
効

力
停
止
の
申
し
立
て
事
件
に
っ
い

て
は
却
下
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
伊
方
原
発
展
示
館

（
伊
方
ピ
ン
ク
し
ス
（

ウ
ス
）
に

て
、「
新
し
い
太
陽
」
建
設
記
録
映

瘋
を
観
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

仕
組
み
な
ど
の
大
き
さ
に
は
驚
き

ま
し
た
。
映
画
を
終
っ
て
昼
食
を

取
り
、
稼
動
中
の
原
発
の
放
水
口

と
建
物
の
内
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

内
部
は
、
地
下
と
二
階
建
て
に
な

っ
て
お
り
、
熱
気
は
四
十
度
あ
る

そ
９
で
す
。
階
下
は
五
十
度
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
は
入

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

隣
接
地
の
瀬
戸
町
は
、
伊
方
原

発
と
五
キ
ロ
位
の
距
離
で
、
船
で

は
十
五
分
位
で
行
け
る
そ
う
で
す
。

湾
の
形
式
は
、
（

ワ
イ
の
真
珠
湾

と
似
て
い
る
。
三
机
湾
は
、
密
か

に
特
殊
潜
航
艇
の
訓
練
が
行
わ
れ

た
場
所
で
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦

と
と
も
に
戦
場
で
散
っ
て
い
っ
た

「
九
軍
神
」
の
碑
は
、
海
水
浴
や

キ
ヤ
ン
プ
で
賑
わ
い
始
め
た
こ
の

町
の
海
を
、
い
つ
ま
で
も
見
守
る

よ
う
に
静
か
に
建
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
隣
接
地
の
保
内
町
は
、

瀬
戸
内
海
と
穏
や
か
な
宇
和
海
に

面
す
る
佐
田
岬
半
島
の
つ
け
根
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
伊
方
原
発
と

五
キ
ロ
位
の
距
離
で
す
。

宇
和
海
側
に
は
、
壇
の
浦
の
合

戦
に
敗
れ
た
平
家
落
人
の
伝
説
が

数
多
く
残
り
、
そ
の
昔
源
氏
の
追

手
を
逃
れ
て
平
和
な
暮
ら
し
を
送

っ
て
い
た
落
人
た
ち
が
、
乱
れ
飛

ぶ
白
鷲
と
源
氏
の
白
旗
と
見
間
違

っ
て
自
刃
し
た
と
い
う
二
艮
し
い

伝
説
の
地
、
平
家
谷
で
は
、
現
在

渓
流
を
利
用
し
た
「
そ
う
め
ん
流

し
」
が
行
わ
れ
、
夏
の
淙
を
求
め

る
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

保
内
町
も
瀬
戸
町
も
、
伊
方
町

と
同
じ
く
急
傾
斜
地
で
、
段
々
畑

で
温
州
み
か
ん
を
中
心
に
柑
橘
栽

培
を
や
っ
て
お
り
、
沿
岸
漁
業
者

は
少
な
い
。

設
置
地
は
、
相
当
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
隣
接
地
は

電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
に
よ

り
、
新
し
い
町
づ
く
り
と
し
て
、

公
共
施
設
な
ら
び
に
生
産
基
盤
の

整
備
が
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

の
よ
う
で
す
。

懇
談
し
た
い
ず
れ
の
住
民
も
、

原
発
に
対
す
る
不
安
感
は
聞
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
養
殖
の
（

マ
チ
、

真
珠
等
に
も
、
温
排
水
の
影
響
は

全
く
無
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
隣

り
町
で
建
設
す
る
な
ら
、
自
分
た

ち
の
方
で
や
っ
た
方
が
得
策
だ
と

申
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
設
置
地
と
隣
接
と
の
就

業
者
流
出
入
の
推
移
を
デ
ー
タ
ー

で
見
る
と
、
瀬
戸
町
４５
年
マ
イ
ナ

ス
５９
、
５５
年
マ
イ
ナ
ス
６
．
伊
方

町
４５
年
マ
イ
ナ
ス
８２
、
５５
年
プ
ラ

ス
３６３
。
保
内
町
４５
年
マ
イ
ナ
ス
气

５５
年
マ
イ
ナ
ス
ｍ

。
八
幡
浜
市
４５

年
プ
ラ
ス
ｍ

、
５５
年
プ
ラ
ス
固
で

す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
設
置
地
は

若
干
増
に
な
る
が
、
隣
接
地
は
減

に
な
っ
て
お
り
、
人
口
は
市
部
に

流
れ
て
い
ま
す
。
大
間
に
原
発
が

で
き
て
も
当
村
の
過
疎
の
解
消
に

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

視
察
研
修
は
以
上
の
と
お
り
で

あ
り
ま
し
た
が
、
近
々
建
設
予
定

の
大
間
原
発
に
、
諸
手
を
上
げ
て

賛
成
、
ま
た
は
全
面
反
対
と
は
考

え
も
の
で
、
慎
重
審
議
が
必
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

▲伊方原発にて



赦
育
だ
よ
う

母

親

の

役

割

牛
滝
中
学
校
教
頭

畑

井

誠

司

Ｑ
母
親
が
口
や
か
ま
し
く
言
う
と

子
ど
も
に
ど
ん
な
影
響
を
あ
た
え

ま
す
か
。

Ａ
顔
色
を
う
か
が
う
子
ど
も
に
な

り
ま
す
。

母
親
は
子
ど
も
の
そ
ば
に
い
る

の
で
、
母
親
自
身
が
、
よ
ほ
ど
り

っ
ぱ
な
人
格
の
持
主
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
た
だ
囗
や

か
ま
し
く
子
ど
も
の
す
る
こ
と
に

干
渉
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
子
ど

も
を
母
親
似
の
こ
せ
こ
せ
し
た
神

経
質
な
子
ど
も
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
「
し
か
ら
れ
は
し
な
い

か
」
と
、
た
え
ず
び
く
つ
い
た
気

の
小
さ
い
子
ど
も
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
い
に
は
母
の
顔
色
ば
か

り
う
か
が
う
ず
る
さ
を
身
に
つ
け

た
子
ど
も
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
が
中
学
生
ぐ
ら

い
に
な
る
と
、「
お
母
さ
ん
は
う
る

さ
い
な
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、
母
親
を
う
と
ん
じ

の
け
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。

Ａ
人
間
形
成
の
じ
や
ま
に
な
り
ま

す
。子
ど
も
の
感
覚
は
刺
激
に
対
し

て
敏
感
で
す
。
し
か
し
、
感
情
や

情
緒
が
安
定
し
て
い
な
い
の
で
大

人
か
ら
み
れ
ば
、
す
る
こ
と
な
す

こ
と
気
が
も
め
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
情
緒
の
安
定
が
習
慣
づ
け

ら
れ
れ
ば
そ
れ
を
土
台
に
理
性
が

働
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
親
の
感
情
や
情
緒

も
っ
ね
に
統
一
が
と
れ
、
一
貫
性

を
も
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
囗
や
か
ま
し
い
」
と
い
う
の
は

多
く
の
場
合
に
は
衝
動
的
で
気
分

的
な
も
の
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の

根
本
的
な
人
間
形
成
の
邪
魔
に
な

る
だ
け
で
す
。

○
昔
の
母
親
と
今
の
母
親
の
ち
が

いい
う
な
れ
ば
今
の
母
親
は
「
人

間
と
し
て
主
体
性
を
回
復
し
た
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

△
寄
生
的
存
在

む
か
し
の
母
親
は
夫
と
い
う
男

性
に
依
存
し
て
生
活
す
る
、
い
わ

け
奇
生
的
存
在
で
し
た
。
子
ど
も

を
生
か
機
械
と
し
て
嫁
ぎ
、
掃
除

洗
濯
、
炊
事
の
担
当
者
で
あ
っ
て

も
教
育
の
担
当
者
で
は
な
か
っ
た
。

責
任
を
も
つ
と
か
発
言
す
る
と
か

言
う
こ
と
は
人
間
と
し
て
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
許
さ
れ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
か
ら
な
に

か
要
求
が
あ
っ
て
も
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
「
お
と
う
さ
ん
に

き
い
て
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
、
父
親
を
よ
ろ
し
く
ふ
り
か
ざ

し
、
都
合
よ
く
責
任
を
の
が
れ
て

き
ま
し
た
。

△
一
方
の
実
力
者

今
の
母
親
は
そ
ん
な
と
き
「
お

と
う
さ
ん
に
相
談
し
て
か
ら
」
と

夫
の
協
力
者
と
な
り
、
父
親
と
母

親
の
合
議
で
決
め
、
妻
は
家
庭
内

の
主
要
な
問
題
か
ら
子
ど
も
の
小

さ
な
要
求
ま
で
い
っ
さ
い
決
定
す

る
こ
と
の
で
き
る
一
方
の
実
力
者

と
し
て
の
地
位
ま
で
高
め
ら
れ
ま

し
た
。

△
し
つ
け
を
忘
れ
た
母
親

第
二
回

青
森
県
青
年
の
船
体
験
記
（
前
編
）

中西洋一君

九
月
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
約
二
週
間
に
わ
た
る
第
二
回
青

森
県
青
年
の
船
に
参
加
し
た
中
西

洋
一
で
す
。

私
か
青
年
の
船
に
参
加
し
た
の

は
、
八
月
上
旬
役
場
の
方
か
ら
「
青

年
の
船
に
参
加
し
て
く
れ
な
い
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

け
れ
ど
も
、
当
初
は
仕
事
の
関
係

上
、
休
む
事
を
考
え
る
と
ど
う
し

て
も
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
時
間
が
た
つ
に
っ
れ
て

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
と
、
家
族
の
理
解
・
周
り
の

人
達
の
勧
め
で
、
行
く
事
を
決
意

し
ま
し
た
。

三
回
の
事
前
研
修
を
終
え
て
、

九
月
八
日
午
前
十
一
時
、
見
送
り

の
人
々
が
船
上
の
若
人
を
励
ま
す

声
が
飛
び
交
う
中
、
小
雨
け
む
る

青
森
港
を
出
航
し
ま
し
た
。
八
甲

田
連
峰
が
う
す
む
ら
さ
き
色
に
変

わ
り
、
日
本
丸
が
竜
飛
岬
に
船
首

を
向
け
た
時
、
青
年
の
船
の
団
員

と
し
て
の
自
覚
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
そ
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
こ
の
青
年
の
舳

を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
決
意
を
固
く
し
ま
し
た
。

さ
て
、
洋
上
で
の
研
修
は
救
命

胴
囲
の
つ
け
方
か
ら
始
ま
り
、
悲

壮
感
を
覚
え
ま
し
た
。
第
一
日
目

の
晩
は
船
長
招
待
パ
ー
テ
ィ
ー
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い

料
理
が
沢
山
揃
え
て
あ
っ
た
こ
と

と
、
日
本
丸
乗
り
組
員
の
み
な
さ
ん

の
熱
烈
勧
迎
に
、
我
々
団
員
一
同

感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、
普
段
飲
め
な
い
酒
が

出
た
せ
い
か
み
ん
な
早
々
と
ビ
ー

ル
か
ら
ウ
イ
ス
キ
ー
に
切
り
替
え
、

初
日
か
ら
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
青
森
を
離
れ
て
三
日
目
、
い
よ

い
よ
最
初
の
寄
港
地
釜
山
に
入
港

し
ま
し
た
。
釜
山
の
港
で
は
地
元

の
女
子
中
学
生
の
歓
迎
に
、
自
分

達
の
日
韓
友
好
と
い
う
重
大
な
役

割
り
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

私
は
、
韓
国
と
い
え
ば
、
今
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
成
長
著
し
い



国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
予
想
ど
お
り
、
市

内
を
見
学
し
て
変
わ
り
っ
っ
あ
る

街
の
状
態
に
、
韓
国
の
勢
い
と
い

う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
釜
山
の

日
韓
青
年
交
歓
会
で
は
二
言
葉
の

壁
を
乗
り
越
え
、
み
ん
な
が
必
死

に
な
っ
て
身
振
り
手
振
り
で
お
互

い
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
ア
ジ
ア
の
し
か
も
囗
本
に
一

番
近
く
、
ま
た
遠
い
国
で
あ
っ
た

韓
国
の
青
年
達
と
通
じ
あ
え
た
時

は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。

翌
日
、
日
本
で
あ
れ
ば
京
都
の

よ
う
な
歴
史
の
あ
る
町
慶
州
へ
向

か
う
途
中
、
噂
で
は
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
非
常
時
の
滑
走
路
兼
用

の
道
路
を
通
る
こ
と
を
で
き
ま
し

た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
隣

の
国
の
様
子
に
少
し
緊
張
し
て
、

改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
仏
国
寺
と
慶
州

博
物
館
で
は
囗
本
の
ル
ー
ツ
と
も

い
え

る
器
物
を
見
学
で
き
、
古

代
の
日
本
と
韓
国
の
っ
な
が
り
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
仏
国

寺
で
は
第
一
回
目
の
団
員
達
が
植

樹
し
た
サ
ル
ス
ベ
リ
の
本
が
立

派
に
育
っ
て
い
て
、
先
輩
の
足
跡

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
が
、「
い
っ
か
こ
の
よ

う
に
、
青
年
の
研
修
旅
行
を
韓
国

で
も
し
て
み
た
い
。」
と
言
っ
た
言

葉
と
、
本
場
の
キ
ム
チ
が
非
常
に

辛
か
っ
た
事
が
強
烈
に
印
象
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

韓
国
で
は
寄
港
地
研
修
を
通
じ

て
、
直
に
人
々
と
交
流
で
き
た
事

を
私
の
財
産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

何
ら
か
の
形
で
体
験
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昔
の
母
親
に
も
全
面

的
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
「
し

つ
け
」
に
つ
い
て
で
す
。
と
こ
ろ

が
今
の
母
親
は
「
し
つ
け
」
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
感
が
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
全
体
が
指
導
概

念
を
失
な
っ
た
た
め
母
親
と
し
て

子
ど
も
の
「
し
つ
け
」
の
目
的
、

方
法
さ
え
も
見
失
し
な
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
こ
れ
を
心
学
校
の
先
生
に

押
し
つ
け
、
自
分
け
た
だ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
や
じ
を
と
ば
す
観
衆
よ
ろ
し

く
先
生
に
注
文
を
だ
す
ば
か
り
と

い
う
混
乱
状
態
に
陥
る
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
し
つ
け

の
基
準
を
一
日
も
早
く
た
て
る
と

い
う
こ
と
が
、
明
日
の
母
親
の
課

題
な
の
で
す
。

○
家
庭
に
お
け
る
母
親
の
教
育
的

な
役
割
に
は
ど
ん
な
重
要
性
が

あ
る
か
。

家
庭
の
中
で
母
親
が
果
た
す
役

割
に
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

物
理
的
役
割
で
、
も
う
一
つ
は
教

育
的
役
割
で
す
。
物
理
的
役
割
と

は
、
主
に
身
体
に
関
す
る
も
の
で

炊
事
、
洗
濯
、
衣
服
、
入
浴
な
ど

の
世
話
で
す
。
こ
れ
は
文
明
の
進

歩
と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
軽
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
科
学
の
進

歩
は
生
活
の
合
理
化
を
も
た
ら
し

ま
す
か
ら
人
間
が
手
を
く
だ
さ
な

く
て
も
洗
濯
機
や
掃
除
機
が
目
的

を
達
し
て
く
れ
ま
す
。

△
価
値
あ
る
人
間
の
育
成

と
こ
ろ
が
精
神
を
育
成
す
る
教

育
的
役
割
は
文
明
が
進
み
文
化
が

向
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
ま
す
ま

す
重
く
、
難
か
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
人
間

の
能
力
が
最
大
限
に
ま
で
開
発
さ

れ
、
人
間
ら
し
い
生
活
が
展
開
し

て
く
る
と
そ
こ
こ
胆
存
尹
る
人
則

は
無
知
、
や
ば
ん
で
は
す
ま
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。

教
育
は
こ
う
し
た
社
会
に
生
存

し
て
い
け
る
有
資
格
者
、
つ
ま
り

価
値
あ
る
人
間
を
育
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
を
建
て
る
場
合
の
土
台
工
事

と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
の
基
礎
工

事
は
満
六
歳
で
ほ
と
ん
ど
で
き
あ

が
り
、
そ
こ
で
学
校
に
入
学
し
知

的
な
も
の
を
先
生
か
ら
教
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
む
ろ
ん
子

ど
も
の
教
育
は
教
師
に
だ
け
ま
か

せ
る
の
で
は
な
く
、
し
つ
け
や
道

徳
教
育
は
母
の
手
で
と
い
う
意
気

ご
み
で
家
庭
教
育
と
学
校
教
育
と

が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
協
力
し
、

立
派
な
人
間
を
つ
く
る
よ
う
に
協

力
し
、
立
派
な
人
間
を
つ
く
る
と

い
う
目
的
に
向
う
べ
き
で
す
。
母

親
の
家
庭
に
お
け
る
役
目
は
本
当

に
重
大
な
の
で
す
。

婦 人 ス ポ ー－ツ の 集 い に

参 加 し て

木 村 さ ち 子

１０月４日、この日は「青森県婦

人スポーツの集い」それもあすな

ろ国体を記念しての扣回目の総仕

上げの日である。未だ夜も明けや

らぬ中、共に汗した３０名の仲間達

と一路青森へ。

里中での友との語らいの中から

これまでの色々な事が思い出され

てくる。以前私は転勤者という事

で地元の人達に解け込むのに時間

を要したのですが、ここへ来て趣

味を通して得た親友からの誘いで、

一沫の不安を持ちながらの初参加

から 回` を重ねる毎に当時の不安

はどこへやら、今では沢山の知り

合いも出来、すっかり佐井の人に

成り切っている。

故郷の、また、前任地での親友や、

お世話になった人達との奇遇など、

色々なことが駈けめぐる。練習の

辛さ、苦しさより輻 共に助け合

い一つのものを演じるということ、

思いやるという心、種々な事を学

んだ事の方が多かった。誘ってく

れた親友／央く受け入れて下さっ

た人達、そして参加することに対

して惜しみなく協力してくれた家

族達、本当に感謝の心で一杯です。

これを通して得た事をこれから活

かさなくては。

爽やかな秋晴れに恵まれた第１０

回青森県婦人スポーツの集い、あ

すなろの木のごとく私達３０名の仲

間か、はつらつとした演技をした

ことは言うまでもない事である。



詩

情

を

求

め

て

川

岸

キ
ョ
子

現
代
に
生
き
る
私
達
は
、
何
加

物
だ
け
に
浮
か
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
は
な
ら
な
い
昨
今
、
少

し
で
も
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
、

老
を
楽
し
み
な
が
ら
重
ね
て
行
き

た
い
と
、
折
に
ふ
れ
て
作
句
な
ど

を
し
て
い
る
。

草
木
も
ち
ら
ほ
ら
と
色
づ
き
初

め
た
十
月
一
日
、
俳
句
・
短
歌
の

グ
ル
ー
プ
一
行
十
五
名
は
、
役
場

の
バ
ス
で
牛
滝
方
面
へ
吟
行
に
出

掛
け
た
。
貴
重
な
時
間
を
割
い
て

ご
指
導
く
だ
さ
る
大
石
先
生
の
流

暢
な
話
に
耳
を
傾
け
、
途
中
下
車

し
た
り
し
て
、
一
息
の
名
、
一
木

匸
早
の
名
に
う
な
ず
き
な
が
ら
車

を
進
め
た
。

言

夕

三

プ

ー
ド
ル
の
縫
道

石
山
が
碧
く
そ
び
え
、
菅
江
真
澄

が
百
九
十
年
前
に
歩
い
た
道
、
三

億
年
前
の
古
生
層
の
話
な
ど
初
耳

で
あ
る
。
ま
た
匸

二
百
四
十
年
前

に
落
武
者
が
牛
滝
に
住
み
っ
き
、

村
の
繁
栄
を
計
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

佐
井
村
の
誇
り
と
す
る
仏
ヶ
浦

を
一
望
に
眺
め
な
が
ら
牛
滝
に
到

着

。
三

百

年

前

よ
り

天

照
大

神
を

祭

る
神

明

宮

に

立
寄

り

、
大

町
桂

月

の
書

、

明

治

の
頃

の

ガ
ラ

ス
絵

馬

な

ど

を

見

る

。
廃

屋

の

坂
井

源

八
宅

を

通

り

、

浜
に

出

て

昼
食

を

耿

る
。

一

同

心

地
良

い

風

に
吹

か

れ

気
价

壮

快

。

人
影

も

無

い
浜

辺

に

計

清

楚

な

浜
菊

が
岩

間

か
ら

顔

を

覗

か

せ

て

い
た

り

、

淡

い
紫

と

ピ

ン
ク

の

小
花

を

つ
け

た

弁
慶

草

を

胸

に

飾

っ

て

、
少

女

の

よ
う

に

喚

声

を

あ

げ

る

。
水
引

草

、
す

な

び
き

草

、

の

こ

ぎ
り

草

、

麒
麟

草

浜
大

根

、

浜

昼
顔

な

ど

が
ひ

っ
そ

り

と

咲

い

て

い
た

。

源

八
彿

の

前
に

合

掌

し

、
不

鮮

明

な

年

号

の

も

の

も
あ

っ
た

が
、

風
雪

に

耐

え
た

今

、

さ

ぞ
や

地

下

に

眠

る
人

々

が
喜

ん

で

い

る
だ

ろ

う

と

思

っ

た

。
坂

井
家

の
歴

史

説

明

。

あ
゛
あ
゛

帰

路

ナ

ナ

カ

マ

ド
の

実

が
朱

々

と

目

に

浸

み
、

身

動

き

と
れ

ぬ

深

雪

に

埋

れ

る
冬

を

想

像

し
た

。

ふ

と

渓

道

に

カ

モ

シ
カ

の

子

が
悠

々

と

歩

い

て

い

る

の
を

見

か
け

た

。

澄

ん

だ

空

に
は

、

一
刷

毛

の
雲

が

な

び

い

て

い

る
だ

け

、

陽

も
傾

き

か

け

た

野

辺
を

一
路
本

村

へ
と

向

っ
た

。

未

熟

な

が
ら

自

分
な

り
に

詩

情

と

余
韻

を

心
に

留

め

、
作

句

に

意

欲

を
燃

や

し

、

楽

し
み

が
深

く

な

れ

ば

と
願

う

こ

の
頃

で
あ

る

。

犬

蓼

の
な

お

も

こ

ぼ

る
る

子
網

場

漁 業 講 座
演

題

「
漁
業
を
考
え

る
」

講

師

青
森
県
水
産
史
編
長
委
員
長

日
下
部

慰

智

先
生

と

き

昭
和
６２
年
１２
月
Ｈ

目午
後
３

時
～

と
こ
ろ

磯
岑
地
区
漁
民
研

修
セ
い
夕
１

佐

井

村

中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

本

村

さ

ち

子

虫

の

音

や

ふ

み

書

く

夜

に

間

の

あ

り

ぬ

吊

る

さ

れ

て

日

毎

色

増

す

唐

辛

子

倥

卮
し

眺

む

る

子

等

に

秋

の

風

鬼

灯

を

ふ

く

み

朧

ら

す

や

幼

き

日

（
十
月
一
日
牛
滝
）

中

谷

サ

ツ

ヱ

弁

慶

草

胸

に

飾

り

で

乙

女

め

く

庭

に

咲

く

蓼

の

花

と

も

知

ら

ざ

り

き立

木

ヒ

バ

芯

先

揃

え

天

高

し

質

問

に

師

は

飯

も

そ

ぞ

ろ

の

秋

吟

行平

小

屋

の

瓦

礫

の

問

や

浜

大

根

浜

中

よ

ん

山

葡

萄

も

ぎ

た

る

指

の

柴

紺

色

風

邪

気

色

酒

温

め

て

飲

み

眠

る

無

花

果

を

あ

さ

り

群

が

る

膃

の

子

（
十
月
一
日
牛
滝
）

泉

田

タ

ツ

子

山

の

秋

縫

道

峰

に

雲

走

る

佇

め

ば

路

傍

に

群

る

る

噐

の

花

吟

行

の

峡

間

の

里

に

秋

麗

ら

水

引

の

花

を

手

折

り

で

友

に

延

べ

石

戸

美

矢

子

遠

山

の

紅

葉

落

ち

果

て

雲

静

か

秋

の

日

や

枯

草

色

に

か

そ

が

る

る

背

な

丸

め

日

な

た

求

め

て

大

豆

干

し柴

蘇

の

実

の

落

ち

た

る

後

も

香

り

け

り

｛
十
月

｝日
牛
滝
）

田

名

部

ビ

サ

す
す
き

岩

礁

に

尺

口

も

足

り

ぬ

芒

揺

れ

参

道

に

昆

布

千

さ

る

る

過

疎

の

村

落

ち

の

び

し

秘

境

の

里

や

小

菊

咲

く

Ｉ
以
上
三
句
－

蓼

の

穗

の

揺

れ

る

榁

な

る
土

手

の

風醂

し

て

と

一

筆

温

も

り

柿

届

く

澄

み

わ

た

る

空

に

底

な

し

雲

も

な

し
（
十
月
一
日
牛
滝
）

菊

池

み

や

秋

潮

の

紺

ひ

と

筋

に

船

行

け

り

廃

屋

に

秋

思

は

君

が

全

盛

期

黙

し

つ

つ

網

継

ぐ

漁

夫

も

秋

の

人

風

立

ち

で

思

い

古

乞

い

の

乱

れ

萩

三

上

敏

木

隠

れ

に

名

月

滲

み

お

ぼ

ろ

な

り

と

ど

ま

れ

ば

雲

隠

れ

す

る

今

日

の

月黄

昏

に

ほ

ぼ

け

て

揺

れ

る

尾

花

が

な紫

苑

咲

き

月

夜

の

空

の

澄

み

に

け

り

西

谷

豊

彦

重

み

増

亘

葡
佰

の

房

巳

露

光

る

コ

ス

モ

ス

の

風

や

わ

ら

か

し

延

寿

院白

樺

の

森

白

く

見

ゆ

暮

の

秋

永

吉

史

の

ポ

プ

ラ

並

木

や

空

高

し

公

フ
園

に

賢

治

を

倔

ぶ

花

時

計

廃

坑

に

残

る

宿

舎

や

虫

繁

し

短

歌

川

岸

キ

ョ

子

歌

心

貧

し

さ

杓

机

の

心

打

つ

名

歌

に

学

ぶ

刻

の

う

れ

し

さ

気

を

病

み

し

一
つ

の

行

事

終

え

た

れ

ば

熟

れ

た

る

如

く

眠

り

に

落

ち

ぬ咲

き

満

ち

て

花

び

ら

落

と

す

白

牡

丹

西

日

頏

く

光

に

映

え

つ

（
八
甲
田
山
行
）

中

谷

サ

ツ

ヱ

山

道

を

昇

れ

ば

眼

下

に

見

ゆ

る

蒻

陽

は

昭
り

映

え

て

只

な

め

ら

力

口

ロ

ー

プ

ウ

ェ

ー

の

紅

葉

に

染

り

昇

り

ゅ

く

頂

上

も

は

や

雪

の

穡

り

ぬ

小

館

寿

彦

羽

化

と

げ

し

蝶

の

ご

と

き

暖

か

さ

感

じ

る

少

女

と

昇

り

ゅ

く
エ

レ

ベ

ー

タ

ー

人

生

に

も

敗

者

復

活

戦

あ

る

な

ら

ば

青

春

と

い

う

綱

を

し

め

た

し



前
回

加

藤
鮫
漁
の
歴

史
（

そ
の

Ｉ
）

四
面

が

海

で

あ

る
わ

が
国
で
は
、

鰉

と
人

と

の

関
わ

り

や

、

物

語
り

が
実

に

多

い

。

古

事

記

（

和
銅

五

年

・

西
暦

七

二

一
年

、

三

巻
撰
上

）

の
上
巻
に
、

稲
羽

の
白

兎

が
、

ワ

ニ
（
大

鰉
）

を
だ

ま

し

、

そ

の
毛

皮

を

は

ぎ
と

ら
れ

、

苦

痛

に
哭

い
て

い

る
所

を

大

国

主

神

が
救

っ

て
や

る

話

。
－

兄

の
火

照

命

（
ほ

で

り

の
み
こ
と
・

海
幸

彦

）
と

、

弟
の

火

遠

理

命
（

は

お
り

の
み

こ

と

・
山

幸
彦

）

が
一

本

の
釣

針

か

ら
不

和

と
な

り
、

弟

は
釣

針

を

探
す

た

め

に

、

マ
ナ

シ

カ
ツ

マ
ノ
ル

舳

に

乗

っ
て

、
海

神

の
宮

に

参

り

、
そ

の

娘

の
豊

玉

毘

賁
と

結

婚

す

る
。

三

年

も

立

っ
て

尚

、

山
幸

彦

の
心

は

晴
々
と
せ

ず
、

妻
に

そ

の

歎

き

の
原

因
を
問
わ
れ
、

兄

の

釣
針

紛
失

を

告

げ

る

。

海

神
の

命

に
よ

り

、

集

め

ら
れ

た
魚

族

の

中

か

ら
、

鯛

の

ノ

ド
に

そ

の
釣

針

が

あ

り
、

持

ち

帰

る
に

あ
た

り

、

海

中

と
陸

地

を

、

一
日

で
往

復

す

る

、

最
大

の

鰉

で

あ

る

二

尋

フ

ニ
」
に

乗
り

帰

国
す

る

。

そ

の
時

、

山

幸
彦

は

腰

に

帯

び

て

い
た

牛

刃

を

、
ワ

ニ
の

首

に
掛

け
与

え

る
。

こ

の
ワ

ニ
（
鰉
）
は
、

さ

ひ
も
ち
四
か
み

「
佐

比

持

神
」

と
言

わ

れ

る

。

佐

井

村

の
古

名

は

、

日
本

書
紀

（
養

老

四

年

・

西
暦

七

二

十
年

、

三

十
巻

と

系
図

一
巻

）

の

斉
明

天

皇
四

年

（
六

五

八
年

）

に

、
秋

田

・
能

代

・
津

軽

の
蝦

夷

ら

と

、「
胆

振
組

」

の

蝦

夷

二
十

人

が

、

津
軽

の
有

馬

浜

（
深
浦

町

・
吾

妻

浜
）

で

の
阿

倍

比

羅
夫

の
大

招
宴

に

参

加

し

た

。

こ

の
胆

振

組

が
佐

井

と

言
わ

れ

て

い

る

。

前

に

の

べ
た

「
佐

比

持

神
」

に

っ

い
て

、

「
サ

ヒ
と

は

古
代

朝
鮮

語

の
こ

と

。

シ

ュ

モ
ク

ザ

メ

の
頭

部

の
平

た

い
突

出
部

分

が

、
古

代

朝

鮮

語

の

梨
に

似

て
い
る
た
め

か
。

鋭

い
歯

の

ア

ゴ

骨

が
、

梨

の

代
用

と
し

て
耕

作

に

使

わ
れ

た

の

か

。」

と

い
う

説

も

あ

る

。

い

ず
れ

に

し

て

も
、

佐

井

の
古

語
と

い
わ

れ

る

、「
沮

」・
「
梨

」
も

鉄

製

の

ス
キ

や

ク

ワ

の
こ
と
で
あ
り

、

大

鮫

の
首

に

掛
け

与

え

た

、

小
刃

に

関
わ

り

が

あ

る

。

話

を

前

に

も

ど

し

て
み

る

。
夫

と

山
幸

彦

を

陸

地

へ
送

り

帰

し
た

豊

王

毘
賣

は

、
す

で

に
妊

娠

し

て

あ
まっ
ふ
み

み
こ

お
り

、

「
天

神

の
御

子

を

、

海
原

に
生

み

ま

つ
る
可

き

に

あ

ら

ず
」

と
申

し

、

渚

べ
に

海
鵜

の

羽

を

カ

ヤ
に

し

て

産

殿
を

作

っ
た

。

そ
し

て

「
子

を

産

む
時

は

、

生

国

の
本

身

に

な

る

の

で
、

出

産

を

決
し

て

見
て

は

い

け

ま
せ

ん

。

」

と

、
夫

に
申

し

た

が

、

そ
れ

を

怪

し
ん

で

山
幸

彦

が

、

ひ

そ

か
に
伺

っ
た
ら

、

毘
賣

は

一
匹

の
大

鮫
と

な

っ
て
膃

ば

っ

で
い

た

。

そ
れ

を
恥

と
し

て

毘
賣

は

「
妾

つ
ね

に

海

道

を

通
し

て
往

来

は

む

と
そ

こ

欲

ひ

し
を

、

吾

が

形

を

伺

見
た

ま

ひ

し

が
、

甚

と
恥

し

き

こ

と
」

と

言

っ
て
、

御

子
を

残

し

、

海

神
宮

へ
姿

を

か
く

し

て
し

ま

っ
た

。

毘

賣
は

、

夫
を

恨

み

な

が
ら

も

恋

心
に

忍

え

か

ね

て
、

「
着
衣

の

緒

に

赤

玉

を

つ

ら

ね

、

ま

た

白

玉

を

つ

け

た

君

の

容

相

は

尊

く

思

っ

て

お

り

ま

す

。

」

と

歌

を

さ

さ

け

た

。山

幸

彦

は

、

「
遠

い

沖

の

島

々

が

多

く

い

る

嶋

で

、

私

と

共

に

寝

起

き

し

た

毘

賣

を

決

し

て

忘

れ

は

し

な

い

、

世

の

事

々

に

。」

と

返

歌

し

た

。

御

子

は

、

渚

べ

に

鵜

羽

で

造

ら

れ

た

産

殿

に

ち

な

み

、

「
波

隕

建

鵜

葺

草

葺

不

合

命

」

（

な

ぎ

さ

た

け

う

が

や

ふ

き

あ

へ
ず

の

み

こ

言

と

命

名

さ

れ

、

こ

の

命

の

第

四

皇

子

が

、

神

武

天

皇

で

あ

る

。

天

皇

が

東

征

の

と

き

、

紀

伊

半

島

を

ま

わ

り

、

熊

野

の

海

で

、

大

時

化

に

出

合

い

難

船

し

か

か

っ
た

折

、

神

武

天

皇

の

兄

た

ち

は

、

豊

玉

毘

賣

は

自

分

だ

も

の

伯

母

で

あ

り

、

海

神

の

娘

な

の

に

、

ど

う

し

て

難

船

さ

せ

よ

う

と

す

る

の

か

と

、

一

人

は

海

中

に

入

り

、

佐

比

持

神

二

尋

ワ

ニ

）

に

な

っ

た

と

、

日

本

書

紀

に

み

ら

れ

る

。

古

事

記

に

は

、

キ

サ

貝

、

蛄

貝

天

の

か

が

み

の

舳

、

天

の

島

船

。

こ

も

た
く
な
わ

ち
ひ
ろ

海

布

、

海

蓴

、

栲

縄

の

千

尋

縄

打

ち

延

べ

、

釣

ら

せ

る

海

人

、

大

口

す
ず
き

は
た

な
ま
こ

や
な

の

尾

は

た

鱸

、

鰭

、

海

鼠

、

筌

を

う

な

と

く
じ
ら

し
た
だ
み

作

ち

て

魚

取

る

、

鯨

、

細

螺

、

島

う

が
い

うり
ぱ
り

あ

ゆ

っ

と

り

鵜

養

、

鉤

、

鯛

、

年

魚

、

蟹

、

小

舟

、

舳

の

號
・
を

枯

野

、

蛎

貝

、

堅

魚

、

鮪

余

ぐ

ろ

）

、

犬

を

し
び
う

あ

ま

し
づ
か
ひ
心
み
こ

魚

よ

し

鮪

衝

く

海

人

よ

、

静

貝

王

、

貝

鱚

王

、

小

貝

王

な

ど

、

海

に

関

わ

る

も

の

が

、

そ

の

他

に

も

多

く

み

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

は

、

今

か

ら

丁

二

七

五

年

前

の

名

称

で

、

海

に

囲

ま

れ

た

古

代

の

生

活

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

次

号

へ

続

こ

◇サメが網にかかると、

その重さで、網はや

や水面下に沈む。



保 健 婦 だより

４高血圧予防・・・

脳卒中の最大の原因は

「高 血 圧
」

冬
型
の
天
気
と
な
り
、
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
血
圧
の
高
い
人
は
御
用

心
／脳
卒
中
で
、
突
然
意
識
不
明
に
な
っ
て
倒
れ
た
と
か
、
あ
る
囗
、
半
身

の
手
足
の
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く
き
き
ま
す
。

身
近
に
脳
卒
中
を
起
こ
し
た
人
を
も
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
て
そ
の
ま
ま
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

生
命
が
助
か
っ
て
も
、
手
足
の
半
身
マ
ヒ
が
残
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す

半
身
マ
ヒ
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
た
め
、
ね
た
き
り
老
人
の
鏝
大
の
原

因
が
脳
卒
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
多
い
自
分
の
血
圧
を
知
ら
な
い

人あ
な
た
は
自
分
の
血
圧
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

一
度
も
測
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
人
が
い
る
な

ら
ば
、
ぜ
ひ
測
っ
て
く
だ
さ
い
。

十
年
前
も
前
に
測
っ
た
と
い
う

人
も
近
い
う
ち
に
ぜ
ひ
測
っ
て
く

だ
さ
い
。
年
齢
が
進
む
と
血
圧
が

上
が
る
人
が
多
い
の
で
、
何
年
も

前
の
血
圧
で
は
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

脳
卒
中
を
起
こ
し
て
入
院
し
た

人
に
っ
い
て
、
発
病
前
の
血
圧
の

こ
と
を
調
べ
た
の
が
下
図
で
す
。

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
血

圧
を
測
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う

人
が
全
体
の
一
九
・
五
％
も
あ
り

ま
す
。
次
に
、
二
十
・
五
％
の
人

は
検
診
な
ど
で
血
圧
に
異
常
が
な

か
っ
た
人
で
す
が
、
こ
の
中
に
は

何
年
も
前
に
測
っ
た
だ
け
の
人
も

い
ま
し
た
。
三
つ
め
の
群
は
、
血

圧
が
高
か
っ
た
が
治
療
も
何
も
し
か

い
で
放
置
し
て
い
た
人
で
、
２２
％

あ
り
ま
し
た
。

残
り
の
３８
％
は
高
血
圧
が
あ
り

治
療
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す

が
、
猖
％
は
、
自
分
の
都
合
で
治

療
が
と
ぎ
れ
た
り
し
て
い
た
人
で
す

●
血
圧
は
つ
ね
に
変
化
し
て
い
る

血
圧
を
測
っ
て
も
ら
っ
た
ら
高

い
と
い
わ
れ
た
の
で
、
別
の
と
こ

ろ
で
測
っ
た
と
こ
ろ
正
常
と
い
わ

れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
血
圧
は
一
日
の
開
で
も
、

食
事
や
運
動
の
と
き
は
上
が
り
、

静
か
に
寝
て
い
る
と
き
は
下
が
り

ま
す
。
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
と
き

は
、
心
身
の
安
静
を
は
か
っ
て
、

二
、
三
日
た
っ
て
か
ら
、
も
う
一

度
測
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
度
目
は

４１２月の保健事業・・・・

２ 日（水） イ ンフルエンザ

佐井小・原田小

８日㈹ 子宮がん検診（２次）

午後 Ｄ 寺 役場前

１０日休） 献血

食生活改善推進員養

生講座（７回目）

１５日㈹ 乳児相談

（４ヶ月 ６２年８月生）

（７ ヶ月 ６２年５月生）

１才６ヶ月検診

（肌年４月～６月生）

２才児検診

（６０年１０月～１２月生）

↓８日脂 食生活改善推進員養

成講座（８回目）



下
が
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

●
お
酒
、
た
ば
こ
と
高
血
圧

酒
席
で
の
興
奮
は
危
険

お
酒
は
心
臓
や
血
管
に
対
し
て
、

初
め
は
興
奮
作
用
か
お
り
血
圧

を
上
げ
ま
す
が
、
時
間
が
た
つ
と

マ
ヒ
作
用
が
働
い
て
逆
に
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
日
常
生
活
の
中
で
は
、
こ
の

よ
う
に
単
純
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

酔
っ
て
感
情
が
興
奮
す
れ
ば
血
圧

は
上
が
る
し
、
緊
張
が
と
れ
れ
ば

下
が
る
も
の
で
す
。

多
数
の
人
に
っ
い
て
跼
べ
て
み

ま
す
と
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
は
血

圧
を
上
げ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

脳
卒
中
を
起
こ
し
た
人
の
多
く

は
、
お
酒
を
飲
ん
で
行
動
し
て
い

ま
す
。
酔
っ
て
か
ら
の
肉
体
的
精

神
的
過
労
、
は
し
ご
酒
で
寒
い
所

と
暖
か
い
所
を
出
入
り
し
て
寒
さ

の
刺
激
な
ど
を
避
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
酒
の
さ
が
な
と

し
て
、
塩
か
ら
い
も
の
が
多
く
な

り
が
ち
で
す
か
ら
、
ひ
か
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し

た
ば
こ
は
肺
が
ん
や
喉
頭
が
ん

の
原
因
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
心
臓
血
管
系
の
病
気
で
は

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
危
険
因
子

で
す
。
血
圧
に
対
し
て
は
、
二
＝

チ
ン
の
刺
激
が
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

に
よ
り
血
圧
を
上
げ
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
の
中
の
一
酸
化
炭

素
が
、
肺
か
ら
血
液
の
中
に
吸
収

さ
れ
る
と
、
赤
血
球
が
酸
素
を
運

ぶ
働
き
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
脳
や
心
臓
や
腎
臓

は
酸
素
欠
乏
に
な
り
、
高
血
圧
の

人
に
と
っ
て
非
常
に
有
害
な
の
で

す
。

こんなこと
７三ｒ をつほ う
と双

寒 さ

血圧は、寒さにさらされ

ていると高くなり ます。血

圧の高い人は、戸外に出る

ときは暖かい衣服を着、寒

いところには長時間いない

ようにすることが大切です。

重 労 働

過度の肉体労働は、血圧を上昇

させます。‘高ｍ１１干ぎみの人は、無

理な労働をせず、疲れたときは充

分な睡眠をとることが必要です。栄 養

栄養のバランスをよくす

るために、いろいろな種類
のものをとりましよう。食

品中のたん白質や脂肪の量

が、動物性と植物性で半々

になるくらいが、バランス
のよいとり方です。

ス ト レ ス

マージャンや競馬の最中に、脳

卒中をおこす人をよくみかけます、

これは、これらのゲームが過度の

緊強と興奮をともなうためです。

高血圧ぎみの人は、あまり興奮し

たり緊張したりしない気分転換に

こころがけましよう。

塩分のとりすぎ

高血圧の人の食事は、できる

だけ塩分をおさえ、うす味に

することが大切です。具体的

には、

●かけしようゆは少なめにす
る

●みそ汁は実を多くし、おか
わりはしない。

シ
リ
ー
ズ

健
康
に
よ
い
も
の
を

食
べ
て
い
ま
す
か
③

「ごま」は不老長寿を

もたらす

ごまの成分

ご
ま
は
、
イ
ン
ド
ま
た
は
エ
ジ

プ
ト
が
原
産
で
す
。
日
本
へ
伝
わ

っ
た
の
は
古
く
、
奈
良
時
代
か
ら

栽
培
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は
ご
ま

油
を
と
る
こ
と
も
始
め
ら
れ
ま
し

た
。効
用
疲
労
回
復
・
精
力
増
進
・
防
止

ご
ま
は
延
命
長
寿
、
強
壮
補
精
、

母
乳
の
分
泌
を
よ
く
し
、
便
秘
の

解
消
な
ど
に
も
効
く
健
康
食
品
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
ま
の
成
分

中
で
も
、
リ
ノ
ー
ル
酸
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
こ

と
が
大
き
な
特
長
で
す
。

リ
ノ
ー
ル
酸
は
血
液
中
の
Ｊ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
量
を
調
節
し
て
動
脈

硬
化
を
予
防
し
、
血
管
を
若
々
し

く
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
に
は
、
脂
肪
の
酸

化
を
防
ぐ
作
用
が
あ
る
。
毛
細
血

管
を
保
護
し
、
皮
膚
を
な
く
ら
か

に
し
た
り
、
毛
髪
の
成
長
を
促
進

さ
せ
る
な
ど
老
化
防
止
の
働
き
を

し
て
く
れ
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
の
栄
養

分
と
し
て
か
か
せ
な
い
と
と
も
に

烋
耿
を
中
性
に
保
ち
、
心
臓
の
働

き
を
よ
く
し
、
血
液
を
固
ま
ら
せ

る
役
目
や
、
菌
に
対
す
る
抵
抗
力

を
養
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
成
分
が
総
合
的

に
作
用
し
て
、
ご
ま
は
疲
労
回
復
、

精
力
増
進
、
目
の
疲
れ
や
美
容
に

も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

料
理
い
っ
た
も
の
を
粒
の
ま
ま
、
ま

た
は
、
す
り
っ
ぶ
し
て
使
い
ま
す
。

た
だ
、
粒
の
ま
ま
で
は
消
化
が

よ
く
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
す
っ

て
使
い
ま
す
。
そ
の
つ
ど
す
っ
て
、

ご
は
ん
、
サ
ラ
ダ
、
漬
け
物
、
そ

ば
っ
ゆ
な
ど
に
か
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
な
お
、
ご
ま
の
一
日
の

摂
取
量
は
１０
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
ま
で

で
す
。
ご
ま
に
は
、
白
ご
ま
と
黒
ご
ま

が
あ
り
ま
す
が
、
栄
養
的
に
は
同

じ
で
す
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

県

知

事

賞

を

受

け

て

会
長

松
谷
三
枝

十
月
二
十
七
日
、
秋
晴
れ
の
さ

わ
や
か
な
日
、
青
森
市
の
文
化
会

館
を
会
場
に
、
青
森
県
交
通
安
全

県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
佐
井
村

交
通
安
全
母
の
会
が
匸

父
通
安
全

功
労
団
体
と
し
て
、
県
知
事
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

佐
井
村
の
交
通
安
全
団
体
と
し

て
結
成
さ
れ
て
以
来
、
各
関
係
団

体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
会
員
お

の
お
の
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
の
活

動
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
を
心
の
糧
と
し
て
、
さ
ら
に

会
員
一
同
二
父
通
事
故
死
ゼ
ロ
ニ

千
日
達
成
を
目
指
し
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

県

警

察

本

部

長

・

県

交

母

連

合

会

長
連

名
表

彰

を

受

け

て

理
事

滝
本
芳
子

十
月
二
十
七
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
「
青
森
県
交
通
安
全
県

民
大
会
」
で
、
私
は
県
警
察
本
部

長
、
県
交
母
連
合
会
長
の
連
名
で

表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
鏝

大
の
喜
び
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

青
森
市
に
向
う
途
中
、
車
の
列

が
続
く
中
で
、
警
察
官
に
注
意
さ

れ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
る
と
、

私
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
夫
を
も
つ
身

で
、
人
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
ず
、

明
日
は
我
が
身
と
「
ド
キ
ッ
」
と

し
ま
す
。

（

ン
ド
ル
を
握
っ
た
時
点
で
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
、
心
の
中
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
る
自
分
白

身
の
注
意
が
必
要
に
思
い
ま
す

゜

私
も
母
の
会
の
会
員
の
一
人
と

し
て
、
原
田
地
区
交
通
安
全
母
の

会
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
、
児
童

や
お
年
寄
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安

全
を
第
一
と
し
て
、
事
故
の
な
い

明
る
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
に
、
心
よ
り
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

▼ストップマーク作業を終えて

私

の

怖

い

体

験

談

斉

藤

ま

さ

子

十

月

末
頃

、

私

は
大

間

町

へ
用

事

が

あ

っ

て
午

前

十

時
頃

出

か

け

ま

し

た

。

大
間

町
に

入

る

と

、
宮

野
製
菓

店

の

向

い

の
前

方

に

、
大

畑

町

行

き

の

バ

ス

が
停

車

し

て

い

て
、

客

が
降

り

て

い
ま

し

た

。

私
か

、

バ

ス
を

追

い

越
し

て
行

こ

う

と
し

た

ら

、

突

然

一
人

の
婦

人

が

、

バ

ス

の
前

か

ら

走

り
出

し

ま

し
た

。

私

は

び

っ

く
り

し

て

ブ

レ
ー

キ

を

踏

み

ま

し
た

。

ブ
レ

ー

キ

の
音

が

「
キ

ー

」

が
‥

ま

わ

り

の
人

み

ん

な

が

こ

っ
ち

を

見

ま

し

た

。

「
や

っ
た

。」
と
思

い
ま

し

た

。
し

か
し

、

そ

の

婦
人

の
三

十

セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル

前
頃

で
車

が

止

ま
り

ま

し
た

。

「
よ

か

っ
た

」

一

瞬

、
頭

が

ボ

ー
と

し

ま

し
た

。

そ

の
婦

人

は
頭

を

下

げ

、

道
路

を

わ

た

り
き

り

ま
し

た

。

そ

の
婦

人

も

怖

か

っ
た

で
し

ょ

う

。
二

度

と

「
飛

び
出

し

」

は
し

な

い
と

思

い

ま

す

。
私

も
怖

か

っ

た

。

も
し

ス
ピ

ー

ド
が

出

て

い

て

間

に
合

わ

な

か

っ
た

ら

と
思

う

と

怖
く
て
、
怖
く
て
。
私
自
身
も
、

も
し
バ
ス
や
大
型
車
が
止
ま
っ
て

い
た
ら
気
を
つ
け
て
運
転
し
ま
す
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
も
「
飛
び
出

し
」
だ
け
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ヶ
が
だ
け
で
済
む
な
ら
ま
だ
し

も
、
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
ノ

…
…

あ
の
時
、
も
う
少
し
気
を
つ
け
れ

ば
と
思
っ
て
も
遅
い
で
す
。
加
害

者
も
被
害
者
も
泣
く
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

「
飛
び
出
し
」
は
一
瞬
の
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
名
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も

開
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
。
「
飛
び

出
し
」
は
し
な
い
よ
う
、
ま
た
さ

せ
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。



高

齢

者

の

交

通

安

全

指

導

者

講

座

に

出

席

し

て

副
会
長

大
久
保
玲
子

十
月
二
十
八
日
、
青
森
市
の
文

化
会
館
で
、
高
齢
者
の
交
通
安
全

指
導
者
講
座
が
、
関
係
者
三
百
名

の
参
加
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
事
務
局
と
母
の

会
二
名
、
寿
会
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
三
橋
交
通
安
全
対
策
室
長
か
ら

「
現
代
の
交
通
社
会
は
、
お
年
寄

り
に
配
慮
が
た
ら
な
い
。
自
ら
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
警
交
通
企
画
課
の

山
内
課
長
補
佐
か
ら
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
の
実
態
に
っ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年

の
県
死
者
数

匸
一
七
名
中
、
六
十

歳
以
上
が
四
三
名
あ
り
、
昭
和
六

十
二
年
十
月
二
十
七
日
現
在
で
、

県
死
者
数
一
〇
一
名
中
、
三
十
一

名

言
ご
二
％
）
が
六
十
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
発
生
状
況
を
見
る
と
、

歩
行
中
が
一
番
、
二
輪
原
付
運
転

中
が
二
番
、
自
転
車
運
転
中
が
三

番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間
帯
は

薄
暮
か
ら
夜
間
に
か
け
て
と
、
朝

の
事
故
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
高
齢
者
が
事
故
に
遭
う
と
、
死

亡
率
が
高
く
、
無
警
戒
な
横
断
、

夜
の
外
出
は
危
険
な
の
で
ひ
か
え

る
。
（
外
出
す
る
な
ら
、
目
立
つ

服
装
を
す
る
こ
と
）
マ
イ
ペ
ー
ス

で
自
転
車
利
用
す
る
人
二

咼
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
増
加
で
、
常
に
自
分

の
健

康

状
態
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。」

と
の

注

意

が

あ
り

ま

し

た

。

午

後

か
ら

は
、

大

阪

大

学

の
大

森

教

授

の

講
座

が
あ

り

ま

し
た

。

「
宝

く

じ
に

当

る
よ

り

、

事
故

に

遭

う

方

の
確

率

が

高

い
と
言
え

る
。」

事

故

を
発

生

状

況

別

に
分

析

す

る
と

、
信

号

無

視

な

ど

、

自
分

を

取

り

囲

む
交

通

環

境

に

関

心
を

示

さ

な

い

こ
と

。
前

を

良

く

見

て
い

な

い

し

、
後

ろ

か

ら

の
車

の
接

近

に

気

が

つ
か

な

い

こ

と

。
急

に

飛

び

出

す
こ

と

。

ふ

ら
ふ

ら

し

て

、

ま

っ
す

ぐ

に

歩

く

こ

と
が

で

き
な

い

こ
と

が

あ

げ

ら

れ

る
。

発

生

が

多

い

理
由

は

、

生

理
的

原
因

（
視

力

、
聴

力

、

脚

力

の
低

工

心
理

的

原
因

（
自
分

の

行
動

は
安

全

で

あ

る

と

考
え

る

）

教
育

原
因

（
交

通

安
全

教

育

を

う
け

る

機
会

が
な

い

）

都
市

学

的

原
因

は

（
都

市

の

構

造

が
行

動

力

に
適

さ

な

い
）

が

あ

げ
ら

れ

ま

す

。

こ

れ

を

防

ぐ
に

は

、
リ

ー

ダ
ー

を

養

成

し

、

常
日

頃

か

ら

呼

び
か

け

て

い

か

な

く

て
は

な

ら
な

い
と

話

し

て

い

ま
し

た

。

私

た

ち

も

、
交

通

事
故

の
犠

牲

者

を

一

人

で

も
少

な

く
す

る
た

め

に
頑

張

り

ま
す

。

交通少年団を結成
交

通

安

全
母

の
会
で
は
、
大

間

警

察

署

の
協

力

を

得

て
、

僻
地

小

中

学
生

に

対

し

て
、

参
加

と

行

動
に

よ

り

、
正

し

い

交
通

ル
ー

ル

を
身

に

つ
け

さ
せ
、

交

通
安

全

意

識

を
高

揚

さ
せ

よ
う

と

、
こ

の
ほ

ど

福
浦

、

牛
滝

地
区

に
交
通
少
年
団

を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

福

浦

、

牛

滝

地
区

の
会

員

の
協

力

も
得

て

、

福
浦

小

中

学

校

、
牛

滝
小

中

学

校

に

呼

び
か

け
た

と
こ

ろ
、

両

校

と

も
喜

ん

で

こ
れ

に
賛

成
し

て

い
た
だ

き
、

母

の
会

で
は

ヘ
ル

メ

ッ
ト

、

腕
章

、

ワ

ッ

ペ

ン

指
導

棒

を

贈

呈

。
福

浦

交

通

少
年

団

、
牛

滝

交

通

少
年

団

の

二
団

が

結

成
さ

れ
ま

し

た

。

▲牛滝小中学校にて

状
況
の
変
化
を
知
ろ
う

走り慣れた道でも、晴れた日と雨の日では

かなり状況が違ってきます。見通しが要くな

る、滑りやすい……など注意しなければなら
ないことがいろいろと出てきます。

雨の日にパイプを運転するときは、とくに

次の点に注意してください。

①車間距離は十分とる
雨の日は、いつものように短い距離では止

まれません。急ブレｉ牛を踏まなくてすむよ

うに、いつもより２倍の車間距離をとるよう
にしてください。

②カーブ手前では十分にスピードを落とす
いくら走り慣れたカーブでも、晴行左日と

同じスピードでコーチリンブするのは危険で

す。控え目なスピードで曲がるようにしまし

よう。

③見られにくく、見えにくい

雨の日は視界が悪いので前方が見えにくい

のはもとより、あなた自身が他のドライバー

から確認されにくくなっています。光る素材

を服に張るなどして、他のドライバ｜から見

つけてもらいやすくする工夫をしてください。

④天候が変わりやすいときは、防雨装備を万

全に

とくに長距離ツーリングなどのときは、雨

のしみにくい手袋、くつ、ウェアなどを用意

し、雨から身を守るようにしてください。



農

業

用

免

税

軽

油

の

申

請

受

付

を

し

ま

す

昭
和
六
十
三
年
度
に
使
用
す
る

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
を
、
次

の
日
程
に
よ
り
受
付
け
し
ま
す
。

免
税
軽
油
の
申
請
が
で
き
る
人

は
、
農
業
を
営
む
人
で
、
軽
油
を

燃
料
と
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
運

機
な
ど
を
使
用
し
て
、
農
作
業
を

行
う
人
が
該
当
し
ま
す
。

▼
受
付
年
月
日

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
日
圉

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▼
受
付
場
所

役
場

税
務
係

▼
持
参
す
る
物

・
今
回
新
し
く
申
請
す
る
人

印
鑑
・
耕
作
反
別
証
明
書
、

申
請
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）
の
譲
渡
証
明
書

・
継
続
し
て
申
請
す
る
人

印
鑑
、
耕
作
反
別
証
明
書
、

免
税
軽
油
使
用
者
証
（
機
械

を
買
替
え
な
ど
で
変
更
す
る

人
は
機
械
の
譲
渡
証
明
書
）

・
手
数
料
（
青
森
県
収
入
証
紙
）

新
規
・
更
新
ま
た
は
使
用
者

証
を
書
換
え
る
人
三
五
〇
円

・
そ
の
他

返
信
用
の
封
筒
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
う
え
、
返
信
用

切
手
一
二

○
円
（
簡
易
書
留
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
は
、
で
き
る
だ
け
指
定
の

日
に
す
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

？

匸
丁
八
五
八
一（
内
線
二
〇
凸

年

末

資

金

の

ご

準

備

は

国

民

金

融

公

庫

で

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
た
だ
い

ま
年
末
資
金
の
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
資
金
の
手
当

に
、
当
公
庫
の
「
普
通
貸
付
」
を

お
役
に
立
て
く
だ
さ
い
。

○
年
末
商
戦
に
備
え
て
、
商
品
仕

入
資
金
に

○
支

払

手
形

や

買

掛

金

の
決

済

資

金

に

○

ボ

ー
ナ

ス
や

諸

経

費

の
支

払

資

金

に

※
機

械

、
車

両

の

購

入
な

ど
、

設

備

資

金
の

ご

相

談

も

ど
う

ぞ
。

遅

く
な

っ

て
か

ら

の
申

し

込
み

で

は

、
融

資

が

年

内

に
間

に

合

わ

な

い

場
合

が

あ

り

ま
す

の
で

、

早

目

に

お
申

し

込
み

下
さ

い
。

▼
貸

付

限
度

領

二

、
七
〇

〇

万
円

（
設
備
資
金

の
場
合
、
設
備
内

の
客

に
よ
っ
て
は

四

、
五
〇

〇

万
円
）

▼
利
率

年
五
・
二
％

▼
貸
付
期
間運
転
資
金

五
年
以
内

設
備
資
金
一
〇
年
以
内

（
設
備
内
等
に
よ
っ
て
は
、
二
〇

年
以
内
）

▼
保
証
人

一
名
以
上

兄

だ
し
、
担
保
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
青

森
支
店
受
付
窓
口
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

登
○
一
七
七
（
二
三
）
二
三

言

昭和６３年度

生徒・訓練生を募集します

４身体障害者職業訓練校・・

本校は、自ら働いて自活し
ようとする意志と能力をもち

ながら、身体の障害が制約と
なっている人たちに、その残
存能力を開発し 適性を生か
した技能を身につけさせ、生

活の安定と社会の発展に役立
つ技能者を養成することを目
的としている施設です。
・・募集人員

一般事務科・光学機器製造

科・製版印刷科とも１０名。
・・・訓練期間

工年間

●・願書受付
昭和６２年１２月工日～１３日

黔問い合せ先
むっ公共職業安定所
〒０３５むっ市若松町１０番３号

容２２－１３３１
県立身体障害者職業訓練校
〒０３９弘前市緑ヶ丘１丁目９の１

登０１７３（３６）６８８２ ０１７２

爿 国 立 小 樽 海 員 学 校 Ｓ１

近代化船を動かす技術を学

び、高卒同等資格が得られま

す。
・・・募集人員 本科約３０名

●・修業年限 ３年（全寮生）

・・・入学資格 昭和４４年４月２日

～昭和４８年４月１

日に生まれた者

で中学卒業以上

（６３年３月卒業見

込みの者を含む）

卜・・願書受 付 昭和６３年１月１０日

から２月１０日
・・試 験 日 昭和６３年２月１４日

卜 試 験 地 道 内の八 市

・・特 典

卒業時大学等の受験に際し

高等学校卒業と同 等 の学力 が

あると認 められるほか、卒業

後一定期 間の乗 船履歴をつけ

て、海技従事者国家試験の四

級海技士受験の時、筆記試験

が免除されます。 また、奨学

金制度も完備しています。

詳しくは小樽 海員学校教務

課へお問い合せください 。

５５０１３４（５４）２１２２

製造事業所のみなさんへ

昭和６１年工 業 統 計 調 査

１２月３１日現在で行います；，

●年末から１月にかけて調査員
が伺います。
ご協力をお願いします。



違

法

な

自

家

用

バ

ス

を

使

用

し

な

い

よ

う

に

し

ま

し

よ

う

＝
東
北
運
輸
局
青
森
陸
運
支
局
＝

自
家
用
バ
ス
は
「
そ
の
使
用
者

の
た
め
」
に
の
み
使
用
す
る
も
の

で
あ
り
、
有
償
〔
金
品
の
種
類
及

び
額
、
収
受
の
名
目
の
い
か
ん（
ガ

ソ
リ
ン
代
・
旅
費
・
日
当
・
実
費

な
ど
）
を
問
い
ま
せ
ん
〕
で
運
送

し
た
り
、
無
償
で
あ
っ
て
も
、
反

復
継
続
し
て
他
人
を
運
送
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
堅
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
な
自
家
用
バ

ス
を
利
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
二

逆
法
な
自
家
用
バ
ス
を

利
用
し
て
い
て
、
不
幸
に
も
交
通

事
故
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
賠
償

問
題
が
非
常
に
面
倒
に
な
り
ま
す
。

スパイクタイヤの

使用自粛について
今
年
七
雪
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
季
節
は
ま
た
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
発
生
す
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
几
（

イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
、
路
面
状
況
を

見
て
適
当
に
タ
イ
ヤ
を
は
き
替
え
、

で
き
る
だ
け
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
期
間
を
短
縮
す
る
よ
う
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
期
間
の

通
行
止
区
間
に
つ
い
て

佐井 川内線（かもしかテぐン） １８．５ｋｍ

国道３３８号（海峡ライン） １８．２ｋｍ

古佐井奥薬研線（あすなろライン） ７．０ｋｍ

川 磯 線 ３．０ｋｍ

福浦川目線 ８．０ｋｍ

通
行
止
期
間

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
一
日
～

昭
和
六
十
三
年
五
月
十
五
日

手 帳

年
末
を
控
え
て
手
帳
売
り
場
が

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
英
米
独
仏

な
ど
各
国
か
ら
の
輸
入
物
も
あ
り

ま
す
。
外
国
品
で
は
、
日
本
の
祝

日
が
わ
か
ら
な
く
て
困
る
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
向
け
に
ち
や
ん
と

入

っ
て

い

る
の

も
あ
り
ま

す
。

そ
う
で

な

い
も
の
に
は
、
祝

日

な

ど
の

シ
ー
ル
が
用

意
さ

れ
て

い
ま
し

た
。

最
近

の
流
行
は

シ
ス
テ

ム

式

手
帳

。
バ
イ
ン

ダ
ー
に
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
、
ア

ド
レ
ス
、

カ
ー

ド
入

れ
な

ど
何

で
も

パ

ッ
ケ
ー

ジ
し
た
部
厚

い
手
帳

で
、
こ
れ
も
輸
入
品
や
国
産
が
い

ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。
な
か
に
は

十
五
万
円
も
す
る
の
が
あ
っ
て
び

っ
く
り
。
こ
れ
は
高
級
な
革
を
使

っ
た
特
製
品
で
す
が
、
普
通
の
も

の
で
も
、
｛

万
円
以
上
の
も
の
が

目
立
ち
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
新
顔
は
電
子
式

の
手
帳
。
漢
字
で
メ
モ
書
き
が
で

き
、
百
年
以
上
先
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
、
千
五
百
人
分
の
電
話

番
号
を
記
憶
す
る
な
ど
の
機
能
を

持
っ
た
も
の
も
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、
声
で
記
憶
す
る
電
子
式
の
手

帳
も
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
世
界
も

様
変
わ
り
で
す
ね
。

最
近
は
子
供
や
主
婦
も
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
り
そ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
年
末
年
始
に
は

事
故
や
犯
罪
、
特
に
金
融
機

関
関
係
の
犯
罪
が
増
加
し
ま

す
。
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

を
利

用
す

る
時
に
は

、
次
の
よ
う

な
こ
と
に

注
意
し
ま
し

ょ
う
。

＊
お
金
を

お
ろ
し
て

金
融

機
関

か

ら
出
た

と
き
、

後
を

追
っ
て
来
て

「
支
払

い
を
間

違
え

ま
し

た
」
な

ど
と
声
を

か
け
ら
れ
て

も
信
用
し

な
い
。
そ

の
場
合
は

窓
口
に
戻
っ

て
確
認
す

る
。
＊
銀
行

な
ど
に
行

く
時
に
は

な
る

べ
く

一
人

で
な
く

複
数
で
。
＊

大
金
は
持

ち
歩
か
な

い
。
お

金
を
引

き
出
し

た
ら
寄
り

道
し
な

い
で

帰

る
。



第３９回 人権週間

１２月４日～１０日
十

二
月

四

目
か

ら

十
日

ま

で

は

「
第

三

十
九

回

人

権

週
間

」

で

す

。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
第

三
回
国
際
連
合
総
会
で
世
界
人
権

官
言
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
国
連

で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
毎
年
十
二

月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

各
国
で
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の

精
神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
記
念

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
強

調
事
項
を
掲
げ
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
尊
重
思
想
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

○
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
。

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

Ｏ
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う
。

「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
っ
い

て
考
え
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

お
困
り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法

務
局
む
つ
支
局
（
む
つ
市
中
央
二

丁
目
三
番
六
号
、
電
話
○
一
七
五

－

二
四
－

一
〇
〇
四
）
、
ま
た
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

（
氏
名
）

（
電
話
番
号
）

樋
口
秀
次

三
八
－

二
二
六
九

太
田
正
三

三
八
１
四

コ
一
九

加
賀
亀
水
重

三
八
上

一
六
〇
六

大 間病 院 から

おしらせします

１２月２９日 休 診

１２月３０日 午前診療

１２月３１日 休 診

１月１日 休 診

１月２日 休 診

１月３日 休 診

※急患は受付します

満 １歳 に な りま す

田中 強 ちゃん

（充・つさ）
大 佐 井

戸籍の窓口
１１月１４日現在

○ お 誕 生 日 お め で と う

木下 雅也 （政美） 古佐井

前田 恵多 （寿昭） 大佐井

舘脇 寿也 （ 修 ） 矢 越

川越 文子 （敏哉） 八幡堂

○ ご 結 婚 お め で と う

べ高 橋 浩 幸 牛 滝
小` 村 京 子 鶴田町

べ東 出 博 良 古佐井
風` 間 芳 美 東京都

／渡 邊 洋 芦川村

池` 田 良 子 原 田

・竹 内 洋 一 古佐井

叩 暮 幸 子 東京都

・山 綺 進 帯広市

磯` 貝 明 美 吉佐井

・磯 川 満 義 磯 谷

横` 浜 美代子 饑 谷

・川 原 幹 広 中 道

能ヽ 戸 千代子 大間町

・松 本 喜 義 厚木市

島ヽ 野 良 子 犬佐井

○ おく や み 申し 上 げ ま す

上山 いそ （正義） 川 目

島野 芳定 （芳丈） 大佐井

舘脇 正巳 （松隷 豹 吉佐井

１０月３１日現在人口 （前月比）

男 １，９７１ （ ＋２）

女 １，９７０ （－６）

計 ３，９４１ （－４）

世帯数 １，１２７ （ 土○）

プラ グ は し つ き り と

さ し 込 みま しよう

財東北電気保安協会
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